
主に脩霰諫儡滉跛靡滉蟷膨憮腋蝙麒疱に関する授業内評価の方法と活用

目標設定の工夫

◎教師による単元目標の提示一 生徒が自分の日標や学習の見通 しが持てるように共有する

◎生徒個人による日標設定―→ 自らの学習を調整 しようとする側面に着目する

主体性を育むことを目指した授業づくり

◎声掛け
。褒める (正解や上手くできたことだけではなく、努力に対しても)
・間違いを取り上げ、深める (個で考える時間を増やす、失敗を恐れない雰囲気作り)

◎発間の工夫 (一例)
・生徒になじみがあるものとないものを提示
・難問に対しての細かいヒントの提示

(ヒ ントを小出しにすることによる生徒自身の理解の深化)

◎机間指導のタイミングや質の向上

・全体と個人の両方の学習状況を考慮する
。気になる生徒には重点的に複数回声掛けを行う
。全体共有への橋渡しとしての巡回を心掛ける
。一人ひとりに合わせた声かけ

◎ユニバーサルデザイン等の配慮
・板書の工夫 (配置、色、大きさなど)
・PowerPoin十 の有効活用
・教材・教具の精選

PowerPoin+を 用いて文章を

視覚化 (2年数学の例 )

次の目標につなげるための振り返り
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◎振 り返 リシー ト、 ノー トの活 用

・単元における個人の目標に対する自己評価

・授業内容の要点

・自らの学習状況の把握

・個人目標の達成度

・授業においてできたこと、今後に向けて

。小テス ト

(振 り返 りの例 )

単元の見通 しをもった

振 り返 りに

自ら課題 を設定 し、

自ら振 り:〕こる学習の

習慣化
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2年社会振 り返 リシー トの例 2年国語のノー ト例


